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１ は じ め に
１ ９ ９ ４ 年 に 文 部 省 科 学 研 究 費 国 際 学 術 研 究 の 一 環 と し て 、 シ ベ リ ア 永 久 凍 土

の 形 成 に 及 ぼ す 気 候 変 動 の 影 響 の 現 地 調 査 を 実 施 し た 。 本 研 究 は １ ９ ９ ２ 年 度 、 １
９ ９ ３ 年 度 に も 実 施 し 、 関 連 し た 年 代 測 定 に つ い て は 既 に 報 告 し た 。 （ 長 岡 ほ か
１ ９ ９ ４ ） 。 本 報 告 は 、 昨 年 に 引 き 続 い て 東 シ ベ リ ア 北 極 海 沿 岸 地 域 お よ び コ リ
マ 川 下 流 域 で の 地 下 氷 （ エ ド マ ） の 成 因 と 形 成 年 代 に 関 す る 調 査 を 実 施 し た 。
こ れ ら の 地 下 氷 に は 高 濃 度 の メ タ ン ガ ス は 含 有 さ れ 、 近 年 の 地 球 温 暖 化 傾 向
の も と で 、 そ の 大 気 へ の 放 出 が 果 た す 役 割 に つ い て 注 目 さ れ て い る （ 福 田 、 １
９ ９ ３ ） 。 ま た こ の エ ド マ の 形 成 環 境 に つ い て は 、 年 代 情 報 や メ タ ン ガ ス 含 有 量
分 布 、 酸 素 同 位 体 分 布 な ど か ら 、 最 終 氷 期 の 亜 間 氷 期 （ ３ - ４ 万 年 前 、 カ ル
ギ ンスキ ー 亜 間 氷 期 ） で あ る と 推 定 さ れて い る 。 （ Ｆ ｕ ｋ ｕ ｄ ａ 、 １ ９ ９ ３ ） 。 本 報 告
で は １ ９ ９ ４ 年 ７ - ９ 月 に 実 施 し た 現 地 調 査 で 採 取 し た エ ド マ 中 の 有 機 物 年 代 測 定 結
果 と そ の 持 つ 意 味 に つ い て そ の 概 要 を 述 べ る 。

２ 調 査 地 域
前 回 報 告 し た レ ナ 川 デ ル タ 地 域 （ ブ イ コ フ ス キ ー 半 島 、 北 緯 ７ １ ° ４ び 、 東

経 １ ２ ９ ° ３ （ ｙ ） か ら 東 へ 約 ６ ０ ０ ｋ ｍ 離 れ た 北 極 海 に 浮 か ぶ 大 リ ャ ホ ス キ ー 島 の 南
岸 （ 北 緯 ７ ３ ° １ ｙ ５ １ ″ 、 東 経 １ ４ １ ° ２ び ３ ５ ″ ） と そ の 対 岸 の オ イ ヤ ゴ ス キ ー ヤ
ール （ 北 緯 ７ ２ ° ４ （ ｙ ３ ４ ． ５ ″ 、 東 経 １ ４ ３ ° ３ ６ ’ ４ ２ ″ ） 、 さ ら に 東 の コ リ マ 川 下 流

の ド 八 二 ヤ ール （ 北 緯 ６ ８ ° ３ ｙ ４ ８ ″ 、 東 経 １ ５ ９ ° １ （ ｙ ３ ４ ″ ） の ３ ケ 所 で あ る 。
以 上 の 位 置 図 を 図 １ 、 図 ２ に 示 す 。 地 質 学 的 に は 、 各 地 域 共 に 第 四 紀 に 属 す
る 堆 積 物 （ Ｑ ２ ～ Ｑ ４ ） に 厚 く 覆 わ れ 、 ま た 永 久 凍 土 の 厚 さ は お お よ そ ６ ０ ０ - ８ ０ ０
ｍ に も 達 す る 。 こ の 堆 積 物 中 に は 地 下 氷 の 集 積 （ エ ド マ ） が 広 く 分 布 す る こ
と が 確 認 さ れ て い る 。 地 下 氷 の 厚 み は ５ ０ - ３ ０ ｍ で あ り 、 こ れ を 超 え る 分 布 は な
い 。 ま た 露 頭 で の 産 状 や 特 徴 は 相 互 に 極 め て 類 似 し て お り 、 あ る 特 定 な 環 境
でまたある時期に集中して形成されたことが示唆されている。（Ｋａｐｌｉｎａ＆Ｌｏｋｉｎ
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土＼ ＼ １ ９ ８ ４ ） 。 本 報 告 で は 以 前 の 報 告 以 降 新
Ｎ ｅ ｗ Ｓ ｉ ｂ ｅ ｒ ｉ ａ ｎ ｌ ｓ ｌ ａ ｎ ｄ ｓ ／ た に 得 ら れ た 地 下 氷 （ エ ド マ ） 層 の

＼ ＿ Ｊ 戸 八 １ １ ｙ ａ ｖ ｏ ｓ ｋ ｙ ｌ ｓ ｌ ａ ｎ ｄ 炭 素 同 位 体 年 代 測 定 結 果 とそ れ が 示
唆 す る エ ド マ の 堆 積 時 期 に つ い て 考
察 す る 。 調 査 地 域 の 相 互 の 特 徴 は 、
；７゛イ：］フスキー半島とドバニヤづレが各々レナ
川 、 コ リ マ 川 の 下 流 域 に あ る 点 、 大
リヤフオスキー島とその対岸のオイヤゴスキーヤール
は ヤ ナ 川 と シ ン ジ ギ ル ガ 川 に 挟 ま れ
た 地 域 で あ る 。 す な わ ち 大 河 川 の 影

響 を 直 接 受 け る 地 域 と 間 接 的 な 影 響
地 域 に ２ 分 さ れ る 。

図 １ 東 シ ベ リ ア 調 査 地 域 図

ＩＬ．ｏｃａｔｉｏｎＭａｐｏｆＳｕｒｖｅｙｅｄＡｒｅａ

図 ２ 調 査 地 域 拡 大 図 （ レ ナ 川 か ら ・ ｆ ； ／ ｓ ／ ゛ ギ ル ガ 川 ま で ）

ＥｎｌａｒｇｅｄＭａｐｏｆＳｍ-ｖｅｙｅｄＡｒｅａ（Ｌｅｎａ、ＹａｎａａｎｄｌｎｇｉｇｉｒｇａＲｉｖｅｒｓ）

；・゛イコフスキー半島（ＢｙｋｏｖｓｋｙＰ．）、大リャフｊ-ススキー島（ＢｏｌｉｓｈｏｉＬｈｙａｖｏｓｋｙｌｓ．）

；４-イヤゴスキーヤール（ＯｉｙａｇｏｓｋｉｉＹａｒ）
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３ 各 地 点 の エ ド マ 層 年 代 結 果
３ ． １ ブ イ コ フ ス キ ー 半 島
こ の 地 点 で の 年 代 測 定 結 果 に つ い て
前 報 （ 長 岡 ほ か １ ９ ９ ４ ） で 詳 細 に 述 べ
た 。 今 回 は 図 ３ の 柱 状 図 に 示 し た Ｉ Ｃ ６
- Ｉ Ｃ ８ ま で の ３ 試 料 の 結 果 が 付 け 加 わ

っ た 。 氷 の 間 に 挟 ま れ た 円 柱 状 の 凍
土 堆 積 物 は 、 全 層 に わ た っ て 有 機 質
に 富 ん で い る 。 堆 積 物 で は 下 層 か ら
上 に 向 か っ て シ ル ト 質 か ら 砂 質 へ と
漸 次 変 化 し て お り 、 レ ナ 川 に よ る 堆 積
環 境 の 変 化 を う か が わ せ る 。 既 に 前
報で述べたようにＩＣ２及びＩＣ４の結果
は 、 エ ド マ 層 の 融 解 過 程 で 、 表 層 部
か ら 崩 落 落 下 し た 現 生 の 植 生 で あ る 。
今回新たに加えたＩＣ６-ＩＣ８では年代測
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定 結 果 に 逆 転 が 現 れ て い る 。 深 さ １ ０ - １ ８
１ ７ ｍ の 間 で の 試 料 で 推 定 年 代 は 約 ３
万 年 と さ れ て い た 。 実 際 に は 、 １ ７ ｍ
深さＩＣ８が最も若く、９．５ｍ深さのＩＣ６
が 古 く な っ て い た 。 そ の 変 動 幅 は 約 ７

２０

２２

千 年 で あ る 。 平 均 す る と 、 こ の 間 の 年 ２ ４
代は約２４、０００年となる。これは以前の
結果（ＩＣ３＝２５、７４０±１（Ｘ）（）ｙＢＰ）とほぼ２６
等 し い 。 す な わ ち エ ド マ 層 中 位 （ 約 １ ５
ｍ）の年代は２４、０００～２５、０００ｙＢＰであ

２８

る．ＩＣ６～ＩＣ８で年代の逆転が発生した理由は
エ ド マ 有 機 質 の 堆 積 物 が か っ て の ツ ン ド ラ の

植 生 が 泥 炭 化 し た も の で あ る 。 こ の た め 、
植 生 中 の 直 根 性 の 植 生 が か な り の 長 さ で
有 機 層 に ま た が っ て い る た め で あ ろ う 。
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０±１１２０ｙ．Ｂ．Ｐ．）

（８０±２４０ｙ，Ｂ，Ｐ．）

←ＩＣ５
（３２，２５０±１０３０ｙ．Ｂ．Ｐ．）

図 ３ ブ イ コ フ ス キ ー 半 島 エ ド マ

層 柱 状 図 と 年 代 測 定

ＳｅｄｉｍｅｎｔａｌＰｒｏｆｉｌｅｏｆＥｄｏｍａｗｉｔｈ
１４ＣＤａｔｉｎｇＲｅｓｕｌｔｓａｔＢｙｋｏｖｓｋｙＰ．

今 後 、 エ ド マ 有 機 層 の 年 代 測 定 で は 、 試 料 か ら 極 端 に 長 い 根 を 除 去 す る な ど
の対策が必要とされよう。こうした７０００年程度の逆転を考慮しても、；７゛イコススキ
ー半島のエドマの堆積時期は、下位で３２、２５０±１０３０ｙＢＰ、中位が２４、０００-２５、００

０ ｙ Ｂ Ｐ と な っ た 。 最 上 部 Ｉ Ｃ １ は 上 部 の 堆 積 物 の 特 徴 や 、 エ ド マ 表 層 部 に 発 達 す る
泥 炭 層 に 連 続 す る こ と な ど か ら 、 エ ド マ 堆 積 時 と い う よ り 、 そ の 後 の 浸 食 過
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程の年代を示す可能性が高い。Ｋａｐｌｉｎａらも同様な結果をレナ川河口で得ている。
以上ブ・・ｆこ・フスキー半島のエドマ層の年代は、下層は３万年前で中位で２万４、５千
年 前 で あ る 。 こ れ は 後 述 す る 他 の 地 点 の 場 合 よ り も や や 新 し い 年 代 と な る 。
３ ． ２ 大 リ ャ ホ フ ス キ ー 島 南 岸
北 極 海 の ノ ボ シ ビ ル ス キ ー
諸 島 （ 新 シ ベ リ ア 諸 島 ） の 南 端
に 位 置 す る 大 リ ャ ホ フ ス キ
ー 島 の 南 海 岸 沿 い に は 写 真 １

の よ う な エ ド マ 層 が 連 続 し て

露 出 し て い る 。 対 岸 の オ イ ヤ
ゴ ス キ ー ヤ ー ル と と も に 、 東
シ ベ リ ア で エ ド マ 層 の 下 限 が 確 認
で き る 数 少 な い 場 所 で も あ る 。
エ ド マ 層 の 最 大 厚 み は ３ ８ ｍ あ

写 真 １

リャリャホフスキー島のエドマ

→

ＥｄｏｍａＥｘｐｏｓｕｒｅａｔＢｉｇｌｈｙａｖｏｓｋｙｌｓ．

り 、 そ の 下 位 に は 氷 の 含 有 量
が 少 な い 粘 土 層 が 位 置 す る 。
エ ド マ 層 と の 境 界 に は 未 分 解 の 樹 木 片

を 多 数 含 む 層 が あ り 、 か っ て の 温 暖 気
候 が あ っ た こ と を 示 唆 し て い る 。 こ の
粘 土 層 は 最 終 氷 期 以 前 の 間 氷 期 （ Ｍ ｉ ｋ -
ｕｎｎｏ間氷期-ＲｉｓがＷｕｒｍ間氷期相当）と

する意見もある。（Ａ．Ａｒｋｈａｎｇｅｌｏｖによる
私 信 ） 。 更 に そ の 下 位 に は エ ド マ 層 と
類 似 し た 氷 と 有 機 物 の 少 な い 堆 積 層 と
つ な が る 。 図 ４ に 柱 状 図 と 年 代 結 果 を
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１０

１２

１４

１６

示 す。 堆 積 物 は ； ・ ゛ イ ： Ｊ フ ス キ ー 半 島 と 比 べ て １ ８

や や 細 粒 で 、 シ ル ト 質 で あ る 。 包 含 有 機 質 ２ ０

図 ４ →

大 リ ャ ホ ス キ ー 島 の エ ド マ 柱 状 図 と 年 代 結 果

ＳｅｄｉｍｅｎｔａｌＰｒｏｆｉｌｅｏｆＥｄｏｍａａｔＢｉｇｌ．ｈ５ｒａｖｏｓｋｙｌｓ
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匡目ｓｉｌｔ
ＥＩＥΞ∃ｏｒｇａｎｉｃｓｉｌｔ
皿ｓｉｌｔｙｐｅａｔ
㎜ｐｅａｔ
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質 も や や 少 な い 。 ま た 明 確 な 泥 炭 層 は 下 位 と 上 位 に 集 中 し て い る 。 最 上 部 の Ｉ
Ｃ ９ は エ ド マ 層 が 一 旦 形 成 停 止 後 、 熱 融 解 で や や 沈 下 し た 際 の ア ラ ス 性 堆 積 で
あ ろ う 。 直 接 エ ド マ の 形 成 時 期 の 最 終 期 を 示 す も の で は な い 。 上 位 で は 年 代
は２８、７１０ｙＢＰから３４、２１０ｙＢＰに集まっている。また年代の逆転も見られない。
２０ｍ以深では２サンフ勺レとも年代測定限界以上を示している。図３の；・゛・ｆコフスキーと
比 較 す る と 、 上 位 で も 年 代 は 古 く な っ て お り 、 エ ド マ 層 の 形 成 期 に 相 違 の あ
る こ と が 分 か る 。
３ ． ３ オ イ ヤ ゴ ス キ ー ヤ ー ル
大リャホフスキー島の対岸約６０ｋｍ南東には、

比 高 が 約 ４ ０ ｍ の 平 坦 面 が 広 が り 、 海 岸
線 沿 い で 段 丘 崖 と な っ て い る 。 多 く の
場 所 で エ ド マ 層 が 露 出 し て お り 、 地 下
氷 と そ の 中 に 円 柱 状 の 凍 土 を 含 む 構 造
は大リャホフスキー島に類似している。今回の
現 地 調 査 で も 、 厚 さ ３ ８ ｍ 以 深 に 明 確 な
不 整 合 は な い も の の 、 間 氷 期 の 堆 積 と 思
わ れ る 青 灰 色 粘 土 層 が 見 ら れ た 。 従 っ て
こ の 地 点 で も エ ド マ 層 の 下 限 を 確 認 す る
ことが出来た。堆積物は大リャホフスキー島と同
じ く シ ル ト 質 で あ り 、 明 確 な 泥 炭 層 を 途 中 に
挟 ん で い る 。 ８ ｍ 深 で は 、 有 機 質 な シ ル ト 層
が や や 厚 い 。 年 代 測 定 に は 上 位 、 １ ２ ｍ 深
及 び 下 位 （ 約 １ ９ ｍ 深 ） の ３ 点 で 採 取 し た
泥 炭 層 を 用 い た 。 結 果 は 図 ５ に 示 す よ う に
最上部（ＩＣ１５）では２２、９４０土奮亘ｙＢＰで、
他 は い ず れ も 測 定 範 囲 を 超 え て い た 。 最
上 部 に は 新 規 に 貫 入 し た 小 型 の 氷 襖 が 深 さ
２ ｍ 程 度 に 達 し て 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に

平 坦 面 に は エ ド マ 層 の 融 解 に よ る 地 形 （ バ イ
Ｓ／゛ャーラーヒ）も形成されている。こうした点で
エ ド マ 層 の 上 部 が あ る 程 度 後 氷 期 以 降 の 浸

食 で 失 わ れ た も の と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、
表 層 部 近 く の Ｉ Ｃ １ ５ の 年 代 は 、 エ ド マ 層 形 成 の

Ｄｅｐｔｈ
（ｍ）
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ほ ぼ 最 終 期 を 示 す と 思 わ れ る 。 従 っ て 、 エ ド マ
堆 積 開 始 は ４ 万 年 以 前 で 約 ２ ． ２ 万 年 前 に は 堆 積
は 終 了 し た と い え る 。
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図５オイヤゴスキーヤールのエドマ

柱 状 図 と 年 代 測 定
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３ ４ ド 八 二 ヤ ー ル （ コ リ マ 川 下 流 ）

コ リ マ 川 下 流 の 都 市 ： Ｆ ｉ ５ ‘ ｀ ゛ Ｆ ̈ Ｅ ｀ ￥ １ ． ゛ ’ 琵

ヲーェルスキーの上流に約８０ｋｍ；
遡 る と 川 は ほ ぼ 西 に 向 か ｉ
っ て 流 れ る 。 更 に 一 旦 北 ｊ
へ 大 き く 蛇 行 す る 地 点 力 ≒

ドバニヤールである。その付
近 の 河 川 と 露 頭 位 置 を 図
６に示す。図中Ｐｏｉｎｔとし
て 矢 印 で 示 し た 右 岸 に は
比 高 ３ ０ ｍ の 河 岸 段 丘 が 発
達 し 、 こ れ に 沿 っ て エ ド マ

層 が 露 出 し て い る 。

図 ６ ド 八 二 ヤ ー ル （ コ リ マ 川 ） 位 置 図

１・，ｏｃａｔｉｏｎＭａｐｏｆＤｕｖａｎｉＹａｒ，ＫｏｌｙｍａＲｉｖｅｒ

露 頭 で の 観 察 に よ る と 、 露 出 す る 地 下 氷 の
厚 さ は 約 ２ ８ ｍ で 、 露 頭 の 基 部 は 融 解 し た 堆 積
物 で 覆 わ れ 、 不 整 合 関 係 を 見 る こ と は 出 来 な
い。Ｇ池ｒｍａｎら（１９８２）によると、エドマ構
成 す る 平 坦 面 か ら 約 ３ ２ ｍ 下 位 に 、 湖 成 堆 積
起 源 の 粘 土 層 が 存 在 す る 。 今 回 の 調 査 で も こ
れ に 相 当 す る 褐 色 粘 土 層 の 存 在 を 確 認 し た 。
北 極 海 沿 岸 の エ ド マ 層 と の 対 比 を 考 え れ ば 、
こ れ が 、 間 氷 期 相 当 層 （ Ｍ ｉ ｋ ｕ ｈ ｏ ） に あ たる
可 能 性 が あ る 。 エ ド マ 層 の 堆 積 物 は 全 体 に

Ｄｅｐｔｈ
（ｍ）

褐 色 で 有 機 質 に 富 ん で い る 。 し か し 、 最 下 層 １ ２

を 除 い て 、 明 瞭 な 泥 炭 層 は 発 達 し て い な い 。 １ ４

そ こ で 、 堆 積 物 中 で 特 に 有 機 質 な 部 分 を 選 択

し 、 土 壌 試 料 を 採 取 し た 。 そ れ ら が 上 位 の Ｉ Ｃ １ ６

１ ８ 、 中 位 の Ｉ Ｃ １ ９ で あ る 。 ４ ｍ 深 で の Ｉ Ｃ １ ８ は ３ ３ 、 １ ８

４ ８ ０ ± ２ ６ ０ ｙ Ｂ Ｐ で あ り 、 他 の 地 点 に 比 べ て 上 位

な が ら 年 代 が 古 い 。 約 １ ４ ｍ 深 で は 年 代 測 定 限 ２ ０

界 を 超 え て い る 。 従 っ て ド ノ ぐ ニ ヤ ー ル で は エ ド マ ２ ２

の 形 成 終 止 期 が 、 や や 早 い 可 能 性 が あ る 。

ド ノ ぐ ニ ヤ ー １ レ で は 、 β 線 測 定 に よ る 従 来 の 方 法 ゛ ２ ４

図 ７ ド ｚ ぐ ： ニ １ ’ - ル の エ ド マ 柱 状 図 → ２ ６

ＳｅｄｉｍｅｎｔａｌＰｒｏ恒ｅｏｆＥｄｏｍａａｔＤｕｖａｎｉｙａｒ、ＫｏｌｙｍａＲｉｖｅｒ２８

- １ ８ ３ -

，←ＩＣ１８
（３３，４８０±２１１（）ｙ．Ｂ．Ｐ．）

Ｌｅｇｅｎｄ

匹回ｓｉｌｔ

㎜ｐｅａｔ

‘←ＩＣ１９

（＞３９，５７０ｙ．Ｂ．Ｐ．）

４-ＩＣ２０

（＞３６，１１０ｙ．Ｂ．Ｐ．）



エドマ最下層での年代測定が得られている。（Ｇｉｔｔｅｌ・ｍａｎｅｔａ１１９８２）。それに

よると３６、９００±５００ｙＢＰβ７、６００±１１００ｙＢＰ（ＭＧＵ-４７８）となっており、炭素年代
測 定 の 限 界 に 近 い 。 ま た 花 粉 分 析 結 果 は 、 エ ド マ 層 の 中 位 に 明 ら か に 樹 木 花
粉 の 増 加 す る の が ２ 層 報 告 さ れ 、 寒 冷 な 環 境 指 標 の な か に 温 暖 期 が あ っ た こ
と を 示 唆 し て い る 。
３ ． ５ エ ド マ 層 を 浸 食 し た ア ラ ス の 年 代
エ ド マ 層 は 後 氷 期 以 降 の

地 球 温 暖 化 傾 向 の も と で は 不
安 定 と な っ た 。 融 解 が 進 行 す
る と 、 凍 土 中 の 巨 大 な 氷 が 融
解 流 出 す る た め 、 地 盤 の 沈 下
が 発 生 す る 。 こ の 融 解 陥 没 地
形をアラス（Ａｌａｓ）と呼ぶ。今
回 の 調 査 地 域 で は い ず れ も そ
の 周 辺 に ア ラ ス 地 形 が 発 達 し 、
エ ド マ の 融 解 が 進 行 し つ つ あ

る 。 エ ド マ の 融 解 の 開 始 時 期 を
推 定 す る た め に 、 ア ラ ス の 基
底 に 堆 積 し た 泥 炭 あ る い は 木
片 に つ い て も 年 代 測 定 を 行 っ た 。
そ の 結 果 を 図 ８ に 示 す 。 ま ず 、
ドバニヤりレでは、エドマ層を構
成 す る 平 坦 面 に 約 ２ ｍ の 厚 さ
を 持 つ 灰 褐 色 シ ル ト か ら な る 。 す
な わ ち 地 形 的 に は エ ド マ が 大
規 模 に 融 解 沈 下 し た ア ラ ス で
は な く 、 エ ド マ 上 部 が 部 分 融
解 し て そ の 後 に 堆 積 し た 有 機
層 で あ る 。 コ リ マ 川 で は 後 氷
期 の 植 生 の 回 復 が 早 く 、 樹 木
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１８４

が既に地表を覆っていた。ＡＩ-１（埋没木片）サンフ勺レ年代は４、２００±８０ｙＢＰであ
り 、 こ の 時 期 に は す で に エ ド マ 融 解 が 進 行 し て い た こ と が 分 か る 。 Ｇ 蛍 ｌ ｒ ｍ ａ ｎ ら
も同様の測定を行い、エドマ融解層の年代を３、９５５±８０ｙＢＰ（ＭＧＵ-１６１）として
得 て お り 、 今 回 の 結 果 と ほ ぼ 一 致 す る 。 次 に 大 リ ャ ホ フ ス キ ー 島 の 場 合 に は 、 エ ド
マ の 融 解 で 、 エ ド マ 原 面 か ら １ ０ 数 ｍ 沈 下 し た ア ラ ス の 基 底 堆 積 物 で あ る 。 ア
ラ ス の 規 模 を 反 映 し て 融 解 後 の 有 機 堆 積 層 は 厚 い 。 そ の 上 位 （ Ａ Ｉ - ３ ） と エ ド マ

， 喜 。 日 。 □ 。 皿

堰鰻］。Ｅ三］，□£］

図 ８ エ ド マ 融 解 層 の 堆 積 柱 状 図

１：シルト２：粘 ± ３ ： 泥炭４：氷（エドマ）５：木片

６ ： 不 整 合 面 ７ ： 年 代 測 定 試 料 採 取 点
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との境界付近（ＡＩ-２）について、各々Ｌ３５０±３５０ｙＢＰ、８、７５０±１００ｙＢＰの値が得ら
れ た 。 少 な く と も 約 ８ 、 ０ ０ ０ 年 前 に は こ の 地 域 で は エ ド マ 層 の 融 解 が 活 発 に
なっていたことが示唆される。Ｋａｐｎｎａ＆Ｌｏｚｈｌ（ｉｎ（１９８４）はヤナ川河口で採取したほ
ぼ同層準の試料で、１１、５００ ±２１０（ＭＡＧ -１３７）の年代を得ている。またかれ
ら は 広 範 な エ ド マ 分 布 域 で 、 エ ド マ 融 解 堆 積 物 の 年 代 測 定 を 比 較 し 、 融 解 の
開 始 期 を 約 １ 万 年 前 と 推 定 し て い る 。 我 々 の 結 果 も こ れ に ほ ぼ 一 致 し て い る 。

４ 考 察 と ま と め
本 報 告 及 び 前 回 報 告 し た 分 を ま と め て 、 シ ベ リ ア 永 久 凍 土 地 域 で 採 取 及 び

年 代 測 定 さ れ た 結 果 を 表 １ に 示 す 。 シ ベ リ ア で の 氷 期 一 間 氷 期 の 気 候 変 動
に 強 い 影 響 を 受 け て 、 他 の 永 久 凍 土 地 域 に は 見 ら れ な い ユ ニ ー ク な エ ド マ 層
に は 、 過 去 の 気 候 変 動 の 記 録 が 多 数 残 さ れ て い る 。 ま た 、 な ぜ 東 シ ペ リ ア の
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泥炭

マンモスの臼歯
木片
泥炭
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泥炭
泥炭

年 代-
１１，０９０±２７０
１，２００±２６０

２５，７４０±１１００

８０±２４０

３２，８５０±１０３０
２８，３００±３７０

２４，８８０土４００
２１，４３０±１６０

７，３７０±８２０

２８，７１０土４００

３０，９８０±３５０
３４，２１０±１８５０

＞３９，６５０

＞４２，２４０
２２，９４０±３９０

＞４１，７７０
＞４０，２００

３３，４８０±２６０

＞３９，５７０
＞３６，ｎｏ

３４，２５０士８２０
９，０３０±２２０

８９０士１７０
４，２００±８０

１，３５０±３５０
８，７５０±１００

コ ー ド 番 号-
ＮＵＴＡ-２２３１

ＮＵＴＡ-２２３２

ＮＵＴＡ-２２３４

ＮＵＴＡ-２２３６
ＮＵＴＡ-２２３７

ＮＵＴＡ-２８３９

ＮＵＴＡ-２７９５
ＮＵＴＡ-２７９６

ＮＵＴＡ-２８４０

ＮＵＴＡ-３５３２

ＮＵＴＡ-２８４１
ＮＵＴＡ-２７９７

ＮＵＴＡ-２８４２

ＮＵＴＡ-２７９８
ＮＵＴＡ-３５２１

ＮＵＴＡ-３５２２
ＮＵＴＡ-３５４２

ＮＵＴＡ-３６１０

ＮＵＴＡ-３６１１

ＮＵＴＡ-３５３１
ＮＵＴＡ-２６６９

ＮＵＴＡ-２２３５

ＮＵＴＡ-２２３９
ＮＵＴＡ-３５４６

ＮＵＴＡ-３５９６
ＮＵＴＡ-３５４７

表 １ シ ベ リ ア 永 久 凍 土 地 域 か ら 得 だ Ｃ 年 代 測 定 結 果
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し か も 大 河 川 下 流 域 と 北 極 海 沿 岸 に の み 形 成 さ れ た か 。 こ れ は 、 最 終 氷 期 の
特 異 な 気 候 変 働 の 反 映 と い え ン る 。 本 研 究 報 告 で は 、 ま ず エ ド マ 層 の 形 成 時 期
に つ い て の 第 １ 次 情 報 と し て 、 微 量 な 試 料 で の 測 定 可 能 な タ ン デ ム 型 加 速 器
に よ る 年 代 測 定 結 果 を ま と め た 。 環 境 変 動 の 指 標 と な る 氷 の 同 位 体 分 析 結 果
や 花 粉 分 析 、 含 有 メ タ ン ガ ス 濃 度 分 析 結 果 と 併 せ て 、 総 合 的 に 今 後 検 討 を 加
え て い く 必 要 が あ る 。 従 来 欠 け て い た 年 代 測 定 結 果 を 、 今 回 新 た に つ け 加 え
る こ と で 、 氷 期 以 降 の シ ペ リ ア の 環 境 変 動 が よ り 詳 細 に 復 元 出 来 る と 期 待 さ
れ る 。 こ こ で は 、 エ ド マ の 形 成 が ４ 万 年 前 以 前 に 開 始 し 、 東 側 で は ３ 万 年 、
西 の レ ナ 川 デ ル タ で ２ 万 ２ 千 年 前 に は 終 了 し た こ と 、 エ ド マ の 融 解 が １ 万 年
前 か ら 活 発 と な っ た こ と を と り あ え ず の 結 論 と す る 。
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